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正　

法　

眼　

蔵　

第　

十　

六　
　

行　

持　
下

第
二
十
五
段

真
丹
初
祖
の
西せ
い

来ら
い

東と
う

土ど

は
、
般は
ん

若に
ゃ

多た

羅ら

尊
者
の
教
き
ょ
う

勑ち
ょ
くな
り
。
航
海
三
載
の
霜
華
、
そ
の
風
雪
い
た
ま
し
き
の
み
な
ら
ん
や
、
雲
煙

い
く
か
さ
な
り
の
嶮け

ん
ろ
う浪
な
り
と
か
せ
ん
。（
中
略
）

初
祖
、
金
陵
に
い
た
り
て
梁
武
と
相
見
す
る
に
、
梁
武
と
ふ
、「
朕わ
れ

即
位　ヨ
リ

已こ
の
か
た来
、
造
寺
・
写
経
・
度
僧
、
不
㍾可　カ
㍼ラ

勝あ
ゲ
テ

紀　ス
⊿
有　ル
㍼何　ノ

功
徳　カ
⊿」
師
曰　ク
、「
並　ビ
ニ

無　シ
㍼功
徳
⊿」
帝
曰　ク
、「
何　ノ
以ゆ
え
ニ
カ

無　キ
㍼功
徳
⊿」
師
曰　ク
、「
此　レ
ハ

但　ダ
人
天　ノ
小
果
、
有う

漏ろ

ノ之
因　ナ
。リ

　如　シ
㍼影　ノ
随　フ
∑ガ

形　ニ
、
雖　モ
㍾

有　リ
ト

非　ズ
㍾実　ニ
。ハ

」
帝
曰　ク
、「
如い

何か
ナ
ル
カ

是　レ
真　ノ
功
徳
。」
師
曰　ク
、「
浄
智
妙
円　ニ
、シ
テ

体
自お
の
ず
か
ラ

空
寂　ナ
。リ

如　ク
㍾ノ

是　ノ
功
徳　ハ
、
不
㍼以　テ
㍾世せ
ヲ

求　メ
⊿」
帝
又
問　フ
、

「
如
何　ナ

ル
カ

是　レ
聖
諦
第
一
義
諦
。」
師
曰　ク
、「
廓
然
無
聖
。」
帝
曰　ク
、「
対　ス
㍾ル

朕　ニ
者　ハ
誰た
ソ

。」
師
曰　ク
、「
不
識
。」
帝
不
㍼領
悟　セ
⊿
師
知　ル
㍼機　ノ
不

契　ナ
⊿ル
ヲ

ゆ
え
に
こ
の
十
月
十
九
日
、
ひ
そ
か
に
江
北
に
ゆ
く
。
そ
の
と
し
十
一
月
二
十
三
日
、
洛
陽
に
い
た
り
ぬ
。
嵩す
う
ざ
ん山
少
林
寺
に
寓
止

し
て
、
面め

ん

壁ぺ
き

而に

坐ざ

、
終
日
黙も
く
ね
ん然
な
）
1
（
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
魏ぎ

主
も
不
肖
に
し
て
し
ら
ず
、
は
ぢ
つ
べ
き
理
も
し
ら
ず
。

『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』
口
語
訳
の
試
み

│
│ 

行 

持 

㈡ 

│
│

伊　
　

藤　
　

秀　
　

憲



『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』
口
語
訳
の
試
み
（
伊
藤
）

68─　   ─

師
は
南
天
竺
の
刹せ
つ

利り

種し
ゅ

な
り
、
大
国
の
皇
子
な
り
。
大
国
の
王お
う
ぐ
う宮
、
そ
の
法
ひ
さ
し
く
慣
熟
せ
り
。
小
国
の
風
俗
は
、
大
国
の
帝

者
に
為い

見け
ん

の
は
ぢ
つ
べ
き
あ
れ
ど
も
、
初
祖
う
ご
か
し
む
る
こ
ゝ
ろ
あ
ら
ず
。
く
に
を
す
て
ず
、
人
を
す
て
ず
。
と
き
に
菩ぼ

提だ
い

流る

支し

の
訕せ
ん
ぼ
う謗
を
救き
ゅ
うせ
ず
、
に
く
ま
ず
。
光こ
う

統ず

律
師
が
邪
心
を
う
ら
む
る
に
た
ら
ず
、
き
く
に
お
よ
ば
ず
。（
中
略
）
し
ば
ら
く
嵩
山

に
掛か

錫し
ゃ
くす
る
こ
と
九
年
な
り
。
人ひ
と

こ
れ
を
壁へ
き

観か
ん

婆ば

羅ら

門も
ん

と
い
ふ
。
史
者
こ
れ
を
習
禅
の
列
に
編
集
す
れ
ど
も
、
し
か
に
は
あ
ら

ず
。
仏
仏
嫡て

き
て
き嫡
相し
ょ
う

伝で
ん

す
る
正
法
眼
蔵
、
ひ
と
り
祖
師
の
み
な
り
。

石
門　ノ
林
間
録　ニ
云　ク
、
菩
提
達
磨
、
初　メ
自　リ
㍾梁
之ゆ
ク

㍾魏　ニ
。
経け
い

㍼行こ
う
シ

於
嵩
山ノ之
下ふ
も

㊥と
ニ

倚い

㍼杖じ
ょ
う
ス

於
少
林　ニ
⊿
面
壁
燕え
ん

坐ざ
ス
ル

而の
み

已ナ
リ

、
非　ズ
㍼習
禅　ニ
㍽ハ

也
。

久　シ
ク
シ
テ之
人
莫　シ
㍾測は
か

㍼ル
コ
ト

其　ノ
故ゆ
え

㊥ヲ

　因よ
っ
テ

以　テ
㍼達
磨　ヲ
㍽為　ス
㍼習
禅　ト
⊿
夫　レ
禅
那　ハ
諸
行ノ之
一　ナ
ル

耳の
み

、
何　ゾ
足　ラ
㊦ン

以　テ
尽　ス
㍼ニ

聖
人　ヲ
⊿
而し
か
モ

当
時ノ之
人
、
以　テ
㍾之　ヲ
為

史ノ者
、
又
従　テ
而
伝ツ
ラ

㍼ネ

於
習
禅ノ之
列　ニ
㊥
使　ム
∮与
㍼枯
木
死
灰ノ之
徒と
も

㍽が
ら
ト

為な
ラ

∟伍ト
モ

。
雖　モ
㍾然　リ
、ト

　聖
人　ハ
非　ズ
㍾止と
ど

㍼マ
ル
ノ
ミ
ニ

於
禅
那　ニ
㊥
而　モ
亦　タ
不
㍾違　セ
㍼禅

那　ニ
⊿
如　シ
㍼易　ノ
于
陰
陽　ノ
㊥
而し
か
モ

亦　タ
不
㍾違　セ
㍼乎
陰
陽　ニ
⊿
）
2
（

梁
武
初　テ
見　シ
㍼達
磨　ヲ
㍽之
時
、
即　チ
問　フ
、「
如
何　ナ
ル
カ

是　レ
聖
諦
第
一
義
。」
答　テ
曰　ク
、「
廓
然
無

聖
。」
進　デ
曰　ク
、「
対　ス
㍾ル

朕わ
れ
ニ

者　ハ
誰　ソ
。」
又
曰　ク
、「
不
識
。」
使　メ
∮バ

達
磨　ヲ
シ
テ

不　ラ
∟通　ゼ
㍼方
言　ニ
㊥
則　チ
何　ゾ
於　テ
㍼是　ノ
時　ニ
㊥
使　メ
㍼ン
ヤ

能　ク
爾し
か

㍽ア

耶ラ

　。）
3
（

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
梁
よ
り
魏
へ
ゆ
く
こ
と
あ
き
ら
け
し
。
嵩
山
に
経け
い
こ
う行
し
て
、
少
林
に
倚い
じ
ょ
う杖
す
。
面
壁
燕
坐
す
と
い
ゑ
ど

も
、
習
禅
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
一
巻
の
経
書
を
将
来
せ
ざ
れ
ど
も
、
正
法
伝
来
の
正
主
な
り
。
し
か
あ
る
を
、
史
者
あ
き
ら
め

ず
、
習
禅
の
篇
に
つ
ら
ぬ
る
は
、
至
愚
な
り
、
か
な
し
む
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
し
て
嵩
山
に
経
行
す
る
に
、
犬
あ
り
、
堯ぎ

ょ
うを
ほ

ゆ
。
あ
は
れ
ん
べ
し
、
至
愚
な
り
。（
中
略
）
こ
の
愚
は
、
眼
前
の
声
し
ょ
う

色し
き

に
く
ら
き
に
よ
り
て
な
り
。
く
ら
き
こ
と
は
、
経
書
を

し
ら
ざ
る
に
よ
り
て
な
り
、
経
書
に
師
な
き
に
よ
り
て
な
り
。
そ
の
師
な
し
と
い
ふ
は
、
こ
の
経
書
、
い
く
十
巻
と
い
ふ
こ
と
を

し
ら
ず
。
こ
の
経
、
い
く
百
偈
い
く
千
言
と
し
ら
ず
。
た
ゞ
文も

ん

の
説
相
を
の
み
よ
む
。
い
く
千
偈
い
く
万
言
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら

ざ
る
な
り
。（
後
略
）

梁
武
帝
与
問
答
時
、
初
祖
ノ
不
識
ノ
詞
ハ
、
不

　

粱
の
武
帝
と
の
問
答
の
時
、
初
祖
〔
達
磨
大
師
〕
の
「
不
識
」
と
い
う
詞
は
、「
不
会
仏
）
4
（
法
」
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会
仏
法
程
ノ
詞
ナ
リ
、

菩
提
流
支
、
光
統
律
師
、
共
ニ
教
者
也
、
初
祖

ヲ
ソ
ネ
ミ
ニ
ク
ミ
シ
人
也
、

習シ
ュ
ウ

禅セ
ン
ノノ
列レ
ツ

ニ
編ヘ
ム

集シ
ウ

ス
レ
ト
モ
、
シ
カ
ニ
ハ
ア

ラ
ス
ト
ハ
、
六
度
ノ
中
ノ
禅セ
ン

ハ
ラ
密
ト
思
テ
、

其
定
ニ
注
タ
ル
事
ヲ
嫌
也
、

犬
ア
リ
、
堯
ヲ
ホ
ユ
ト
ハ
、
堯
ハ
イ
ミ
シ
ク

ユ
ヽ
シ
カ
リ
シ
王
也
、
ソ
レ
ヲ
犬
カ
ホ
エ
タ
ル

事
ア
リ
キ
、
イ
マ
其
定　ニ
初
祖
ノ
ア
リ
ヤ
ウ
ヲ
人

知
ラ
テ
、
習
禅
列
ニ
ツ
ラ
ヌ
（
一
五
ａ
）
ル
所

ヲ
如
㍾此
云
也
、

第
二
十
六
段

真
丹
第
二
祖
、
大
祖
正し
ょ
う
し
ゅ
う宗
普
覚
大
師
は
、
神じ
ん

鬼き

と
も
に
嚮
き
ょ
う

慕ぼ

す
、
道
俗
お
な
じ
く
尊そ
ん

重じ
ゅ
うせ
し
高
徳
の
祖
な
り
、
曠こ
う

達た
つ

の
士
な

り
。（
中
略
）

い
は
ゆ
る
の
道
理
は
、
日
日
の
生
命
を
等な
お
ざ
り閑
に
せ
ず
、
わ
た
く
し
に
つ
ゐ
や
さ
ざ
ら
ん
と
行
持
す
る
な
り
。
そ
の
ゆ
え
は
い
か

ん
。
こ
の
生
命
は
、
前
来
の
行
持
の
余
慶
な
り
、
行
持
の
大
恩
な
り
。
い
そ
ぎ
報
謝
す
べ
し
。
か
な
し
む
べ
し
、
は
づ
べ
し
、
仏

祖
行
持
の
功
徳
分
よ
り
生

し
ょ
う
じ
ょ
う
成
せ
る
形
骸
を
、
い
た
づ
ら
な
る
妻
子
の
つ
ぶ
ね
と
な
し
、
妻
子
の
も
ち
あ
そ
び
に
ま
か
せ
て
、
破
落

を
お
し
ま
ざ
ら
ん
こ
と
は
。
邪
狂
に
し
て
身
命
を
名み

ょ
う
り利
の
羅ら

刹せ
つ

に
ま
か
す
、
名
利
は
一
頭
の
大
賊
な
り
。
名
利
を
お
も
く
せ
ば
、

名
利
を
あ
は
れ
ん
べ
し
。
名
利
を
あ
は
れ
む
と
い
ふ
は
、
仏
祖
と
な
り
ぬ
べ
き
身
命
を
、
名
利
に
ま
か
せ
て
や
ぶ
ら
し
め
ざ
る
な

り
。
妻
子
親
族
あ
は
れ
ま
ん
こ
と
も
、
ま
た
か
く
の
ご
と
く
す
べ
し
。
名
利
は
夢む

幻げ
ん

空く
う

花げ

な
り
と
学
す
る
こ
と
な
か
れ
、
衆
生
の

ほ
ど
の
言
葉
で
あ
る
。

　
「
菩
提
流
支
」
と
「
光
統
律
師
」
は
、
共
に
教
者
で
あ
る
。
初
祖
を
嫉
み
憎
ん
だ
人
で
あ
る
。

　
「
習
禅
の
列
に
編
集
す
れ
ど
も
、
し
か
に
は
あ
ら
ず
」
と
い
う
の
は
、〔
初
祖
の
面
壁
燕
坐
を
〕

六
波
羅
蜜
の
中
の
禅
波
羅
蜜
と
考
え
て
、
そ
の
通
り
に
書
き
記
し
た
こ
と
を
斥
け
る
の
で
あ

る
。

　
「
犬
あ
り
、
堯
を
ほ
ゆ
」
と
は
、
堯
は
た
い
そ
う
立
派
な
王
で
あ
る
。
そ
の
王
を
犬
が
吠
え

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
、
そ
の
よ
う
に
初
祖
の
本
当
の
と
こ
ろ
を
人
が
知
ら
な
い
で
、「
習
禅

の
列
」
に
列
ね
た
と
こ
ろ
を
、
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
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ご
と
く
学
す
べ
し
。
名
利
を
あ
は
れ
ま
ず
、
罪
報
を
つ
も
ら
し
ん
る
こ
と
な
か
れ
。
参
学
の
正
し
ょ
う

眼げ
ん

、
あ
ま
ね
く
諸
法
を
み
ん
こ

と
、
か
く
の
ご
と
く
な
る
べ
し
。（
後
略
）

第
二
十
七
段

石
頭
大
師
は
、
草
庵
を
大だ
い
せ
き石
に
む
す
び
て
、
石
上
に
坐
禅
す
。
昼
夜
に
ね
ぶ
ら
ず
、
坐
せ
ざ
る
と
き
な
し
。
衆し
ゅ

務む

を
虧き

闕け
つ

せ
ず
と

い
ゑ
ど
も
、
十
二
時
の
坐
禅
か
な
ら
ず
つ
と
め
き
た
れ
り
。
い
ま
青
原
の
一
派
の
天
下
に
流る

通ず
う

す
る
こ
と
、
人
天
を
利
潤
せ
し
む

る
こ
と
は
、
石
頭
大だ

い
り
き力
の
行
持
堅
固
の
し
か
あ
ら
し
ん
る
な
り
。
い
ま
の
雲
門
・
法
眼
の
あ
き
ら
む
る
と
こ
ろ
あ
る
、
み
な
石
頭

大
師
の
法ほ

う
そ
ん孫
な
り
。

第
二
十
八
段

第
三
十
一
祖
大
医
禅
師
は
、
十
四
歳
の
そ
の
か
み
、
三
祖
大
師
を
み
し
よ
り
、
服
労
九く

載さ
い

な
り
。
す
で
に
仏
祖
の
祖
風
を
嗣し

続ぞ
く

す

る
よ
り
、
摂せ

っ

新し
ん

無む

寐び

に
し
て
脅
き
ょ
う

不ふ

至し

席せ
き

な
る
こ
と
僅き
ん

六
十
年
な
り
。
化け

、
怨お
ん

親し
ん

に
か
う
ぶ
ら
し
め
、
徳と
く

、
人に
ん
で
ん天
に
あ
ま
ね
し
。
真

丹
の
第
四
祖
な
り
。

貞じ
ょ
う

観が
ん

癸
み
ず
の
と
の
う
ノ
卯
歳
、
太
宗
嚮た
っ

㍼と
ビ

師　ノ
道
味　ヲ
㊥
欲　シ
㍾テ

瞻み
ン

㍼ト

風
彩　ヲ
㊥
詔　ス
㍼赴
京　ヲ
⊿
師
上
表　シ
テ

遜
謝　ス
、ル
コ
ト

前
後
三
返
、
竟つ
い
ニ

以　テ
㍾疾し
つ
ヲ

辞　ス
。
第
四
度
、

命　ジ
㍾テ

使　ニ
曰　ク
、
如も
し

果　シ
テ

不　バ
㍾赴　カ
、
即　チ
取　リ
㍾テ

首　ヲ
来　レ
。
使
至　テ
㍾山　ニ
諭さ
と

㍾ス

旨　ヲ
。
師
乃　チ
引の
ベ

㍾テ

頸く
び
ヲ

就　ク
㍾刃　ニ
、
神し
ん

色し
ょ
く

儼
然　タ
。リ

使
異　ト
㍾シ

之　ヲ
、
廻か
へ
ツ
テ

以　テ
㍾状　ヲ
聞も
ん

。ス

帝

弥い
よ
い
よ加
歎
慕　ス
。
就す
な
わ
チ

賜し
シ

㍼テ

珎ち
ん

繒そ
う

㊥ヲ

　以　テ
遂と
グ

㍼其　ノ
志　ヲ
⊿
）
5
（

（
中
略
）

上
表
三
返
、
奇
代
の
例
な
り
。
い
ま
澆ぎ
ょ
う
き季
に
は
、
も
と
め
て
帝
者
に
ま
み
え
ん
と
ね
が
ふ
あ
り
。

高
宗　ノ
永
徽
辛か
の
と
の
い
ノ亥
歳
閏う
る
う

九
月
四
日
、
忽　チ
ニ

垂す
い

㍼誡か
い
シ
テ

門
人　ニ
㍽曰　ク
、
一
切
諸
法　ハ
、
悉
皆
解
脱　ナ
。リ

　汝な
ん
だ
ち等
各お
の
お
の自
護
念　シ
、
流る

㍼化け
ス
ベ
シ

未
来　ニ
⊿
言　ヒ

訖お
わ
ツ
テ

安
坐　シ
テ

而
逝　ス
。
寿
七
十
有
二
。
塔と
う

㍼ス

于
本
山　ニ
⊿
明
年
四
月
八
日
、
塔　ノ
戸
無　ク
㍾シ
テ

故
自　ラ
開　ク
。
儀
相
如　シ
㍾生　ケ
。ル
ガ

爾そ
の
の
ち後
門
人
、
不
㍼敢　テ
復　タ
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閉　ヂ
⊿
）
6
（し

る
べ
し
、
一
切
諸
法
、
悉
皆
解
脱
な
り
。
諸
法
の
空
な
る
に
あ
ら
ず
、
諸
法
の
諸
法
な
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
悉
皆
解
脱
な
る
諸

法
な
り
。
い
ま
四
祖
に
は
、
未
入
塔
時
の
行
持
あ
り
、
既
在
塔
時
の
行
持
あ
る
な
り
。
生
者
か
な
ら
ず
滅
あ
り
と
見
聞
す
る
は
小

見
な
り
、
滅
者
は
無
思
覚
と
知
見
せ
る
は
小
聞
な
り
。
学
道
に
は
、
こ
れ
ら
の
小
聞
・
小
見
を
な
ら
ふ
こ
と
な
か
れ
。
生
者
の
滅

な
き
も
あ
る
べ
し
。
滅
者
の
有
思
覚
な
る
も
あ
る
べ
き
な
り
。

三
度
勅
請
ヲ
辞シ

ス
、
第
四
度
、
命メ
イ

㍾㎜

使ツ
カ
イ
ニ

曰　ク
、

如モ
シ

果ハ
タ
シ
テ

不ス
ハ

㍾赴　フ
、セ

　即
取ト
リ

㍾テ

首カ
ウ
ヘ
ヲ

来　レ
、
使　ヒ
至　テ
㍾山

諭サ
ト

㍾ス

旨ム
ネ

、ヲ

　師
乃
引ヒ
イ

㍾テ

頭カ
ウ

㍽ヘ
ヲ

就ツ
ク

㍾刃　ハ
、ニ

　神シ
ン

色シ
ヨ
ク

儼ケ
ム

然セ
ム

、ナ
リ

使
異イ
ナ

㍾リ
ト
シ
テ

之　ヲ
、
廻カ
ヘ
テ

以‒

状シ
ヤ
ウ

聞フ
ム

、ス

　帝
弥イ
ヨ
〳
〵

加‒

歎タ
ム‒

㎜

以
慕ホ
ス

、
就シ
ユ 

賜シ
ヽ

㍼テ

珍チ
ム

繒ソ
ウ

㊥ヲ

　以
遂ト
ク

㍼其　ノ
志　ヲ
㊥
云
〻
、

生
者
カ
ナ
ラ
ス
滅
ア
リ
ト
見
聞
ス
ル
ハ
小
見
ナ

リ
、
滅
者
ハ
無
思
覚
ト
知
見
セ
ル
ハ
小
聞
也
、

是
ハ
生
死
ノ
見
ノ
打
（
一
五
ｂ
）
任
タ
ル
心
得

様
ヲ
嫌
也
、
全
生
ナ
ル
ト
キ
、
全
死
ナ
ル
ト
キ

ハ
、
必
シ
モ
生
者
ニ
必
滅
ア
リ
ト
不
㍾可
㍾習

也
、
生
者
ノ
滅
ナ
キ
則
是
全
生
也
、
滅
者
ノ
有

思
覚
ナ
ル
ア
リ
ト
、
全
死
ヲ
有
思
覚
ト
ナ
ラ
フ

ユ
ヘ
ニ
、

ヲ
モ
ム
ク

シ
テ

イ
ツ
ク
シ
ク

シ＼
タ
ウ
ツ＼
イ
テ
タ＼
マ
テ
タ
カ
ラ
モ
ノ

　
〔
三
祖
大
師
は
〕
三
度
〔
太
宗
の
〕
招
き
を
辞
退
し
た
。「
第
四
度
、
命
使
曰
、
如
果
不
赴
、

即
取
首
来
。
使
至
山
諭
旨
、
師
乃
引
頭
就
刃
、
神
色
儼
然
。
使
異
之
、
廻
以
状
聞
。
帝
弥
加
歎

慕
。
就
賜
珍
繒
、
以
遂
其
志
」（
第
四
度
、
使
に
命
じ
て
曰
く
、
如も
し

果
し
て
赴
か
ざ
れ
ば
、
即
ち
首
を

取
り
て
来
た
れ
。
使
、
山
に
至
っ
て
旨
を
諭さ
と

す
。
師
、
乃
ち
頭
（
頸
）
を
引の

べ
て
刃
に
就
く
、
神
色
儼
然

た
り
。
使
、
之
を
異
と
し
、
廻か
え

っ
て
状
を
以
て
聞
す
。
帝
、
弥い
よ
い
よ加
歎
慕
す
。
就す
な
わち
珍
繒
を
賜
し
て
、
以
て

其
の
志
を
遂と

ぐ
）
と
あ
る
。

　
「
生
者
（
生
き
て
い
る
者
）
か
な
ら
ず
滅
あ
り
と
見
聞
す
る
は
小
見
（
小
さ
な
考
え
方
）
な
り
、

滅
者
（
死
ん
だ
者
）
は
無
思
覚
（
思
覚
が
な
い
）
と
知
見
せ
る
は
小
聞
な
り
」。
こ
れ
は
生
死
の

考
え
方
の
、
普
通
一
般
の
理
解
の
仕
方
を
斥
け
る
の
で
あ
る
。
全
生
で
あ
る
時
、
全
死
で
あ
る

時
は
、
必
ず
し
も
「
生
者
」
に
「
か
な
ら
ず
滅
あ
り
」
と
な
ら
う
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
生
者
の
滅
な
き
」、
こ
れ
が
全
生
で
あ
る
。「
滅
者
の
有
思
覚
（
思
覚
が
あ
る
）
な
る
〔
も
〕
あ

〔
る
べ
き
な
〕
り
」
と
は
、
全
死
を
「
有
思
覚
」
と
な
ら
う
の
で
あ
る
か
ら
。
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第
二
十
九
段

福
州
玄
砂
宗
一
大
師
、
法
名　ハ
師
備
、
福
州
閩み
ん

県け
ん
ノ

人　ナ
リ

　
也
。
姓　ハ
謝
氏　ナ
。リ

　幼
年
よ
り
垂す
い

釣ち
ょ
うを
こ
の
ん
。
小こ

艇ぶ
ね

を
南
台
江
に
う
か
め
て
、

も
ろ
〳
〵
の
漁
者
に
な
れ
き
た
る
。
唐
の
咸か

ん

通つ
う

の
は
じ
め
、
年ね
ん

甫ぽ

三
十
な
り
、
た
ち
ま
ち
に
出
塵
を
ね
が
ふ
。
す
な
は
ち
釣
ち
ょ
う

舟し
ゅ
うを

す
て
ゝ
、
芙ふ

蓉よ
う

山
霊
訓
禅
師
に
投
じ
て
落
髪
す
。
予よ
し
ょ
う章
開
元
寺
道
玄
律
師
に
具
足
戒
を
う
く
。

布ふ

衲の
う

芒ぼ
う

履り
ナ

、リ

　食じ
き
ハ

纔わ
ず
カ
ニ

接つ
な

㍾グ

気　ヲ
。
常　ニ
終
日
宴え
ん
ざ
ス坐
。
衆
皆　ナ
異　ナ
㍾リ
ト
ス

之　ヲ
。
与
㍼雪
峯
義
荐　ト
㊥
本　ト
法
門　ノ
昆
仲　ナ
。リ

　而　シ
テ

親し
ん

近ご
ん
ス
ル
コ
ト

若　シ
㍼師
資　ノ
⊿
雪
峯

以　テ
㍼其　ノ
苦
行　ヲ
㊥
呼　ン
デ

為　ス
㍼頭
陀　ト
⊿
一
日
雪
峯
問　テ
曰　ク
、「
阿あ

那な

箇こ
カ

是こ
レ

備び

頭ず

陀だ

。」
師
対こ
た
ヘ
テ

曰　ク
、「
終つ
い
ニ

不
㊦敢　テ
誑た
ぶ

㍼ら
か
サ

於
人　ヲ
⊿」
異
日
雪
峯
召よ
ン
デ

曰　ク
、「
備
頭
陀
何　ゾ
不　ル
㍼徧
参　シ
去ゆ
カ

⊿」
師
曰　ク
、「
達
磨
不
来
東
土
、
二
祖
不
往
西
天
。」
雪
峯
然ね
ん
し
ス之
。
）
7
（ 

（
後
略
）

雪
峯
与
㍼玄
砂
㍽問
答
、
委
見
㍼于
草
子　ニ
㊥
師
答　ニ

終ツ
ヰ
ニ

不　ス
㊦敢　テ
誑タ
フ

㍼ロ
カ
サ

於
人　ヲ
㊥
云
〻
、
是
ハ
只
イ
タ
ツ

ラ
ニ
タ
フ
ラ
カ
ス
ヘ
キ
ヲ
不　ル
㍾誑タ
フ
ラ
カ
サ

ニ
ア
ラ

ス
、
莫モ

悪ア
ツ

口ク

ナ
ム
ト
仏
性
ノ
草
子
ニ
ア
リ
シ
程

ノ
道
理
也
、
人
ヲ
置
テ
是
ヲ
不
㍾誑
ト
云
ニ
ハ

非
サ
ル
也
、
又
雪
峯
召ヨ
ム
テ

曰
、
備
頭
陀
何
不サ
ル

㍼徧

参
㊥
師
曰
達
（
一
六
ａ
）
磨
不
来
東
土
、
二
祖

不
往
西
天
、
云
〻
、
達
磨
ハ
一
定
東
土
へ
来
給

ニ
、
今
ノ
答
ア
タ
ラ
ス
聞　ヘ
タ
リ
、
二
祖
ノ
不
往

西
天
ハ
実
有
㍼其
謂
㍽ト
覚
ユ
、
然
而
祖
師
ノ
皮

肉
、
皆
此
道
理
也
、
始
非
㍾可
㍾驚
、

　

雪
峰
と
玄
沙
と
の
問
答
は
、
委
し
く
は
こ
の
巻
に
書
か
れ
て
い
る
。
師
（
玄
沙
）
の
答
に

「
終
不
敢
誑
於
人
」（
終
に
敢
て
人
を
誑
か
さ
ず
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
わ
け
も
な
く
誑
か
す
べ

き
を
誑
か
さ
な
い
の
で
は
な
い
。「
莫
悪
口
」
な
ど
と
仏
性
の
）
8
（

巻
に
あ
っ
た
ほ
ど
の
道
理
で
あ

る
。
人
を
お
い
て
、
そ
の
人
を
誑
か
さ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
「
雪
峰
召

曰
、
備
頭
陀
何
不
徧
参
〔
去
〕。
師
曰
、
達
磨
不
来
東
土
、
二
祖
不
往
西
天
」（
雪
峰
召よ

ん
で
曰

く
、
備
頭
陀
何
ぞ
徧
参
し
去ゆ

か
ざ
る
。
師
曰
く
、
達
磨
東
土
に
来
ら
ず
、
二
祖
西
天
に
往
か
ず
）
と
あ

る
。
達
磨
は
確
か
に
東
土
へ
来
ら
れ
た
の
で
、
今
の
答
は
当
た
ら
な
い
と
受
け
取
ら
れ
る
。

「
二
祖
」
の
「
不
往
西
天
」
は
、
な
る
ほ
ど
〔
二
祖
は
西
天
に
往
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
か

ら
〕
そ
の
根
拠
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
祖
師
の
皮
肉
〔
骨
髄
〕
は
、
皆
こ

の
道
理
で
あ
る
。
今
さ
ら
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
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第
三
十
段

長
慶
の
慧ゑ
り
ょ
う稜
和
尚
は
、
雪
峯
下
の
尊
宿
な
り
。
雪
峯
と
玄
沙
と
に
往
来
し
て
、
参
学
す
る
こ
と
僅き
ん

二
十
九
年
な
り
。
そ
の
年
月

に
、
蒲ふ

団と
ん

二
十
枚
を
坐
破
す
。
い
ま
の
人
の
坐
禅
を
愛
す
る
あ
る
は
、
長
慶
を
あ
げ
て
慕
古
の
勝
し
ょ
う

躅ち
ょ
くと
す
。
し
た
ふ
は
お
ほ
し
、

お
よ
ぶ
す
く
な
し
。
し
か
あ
る
に
、
三
十
年
の
功
夫
む
な
し
か
ら
ず
、
あ
る
と
き
凉
簾
を
巻け

ん

起き

せ
し
ち
な
み
に
、
忽こ
つ

然ね
ん

と
し
て
大

悟
す
。
三
十
来
年
か
つ
て
郷
土
に
か
へ
ら
ず
、
親
族
に
む
か
は
ず
、
上
下
肩
と
談
笑
せ
ず
、
専
一
に
功
夫
す
。
師
の
行
持
は
三
十

年
な
り
。
疑ぎ

滞た
い

を
疑
滞
と
せ
る
こ
と
三
十
年
、
さ
し
お
か
ざ
る
利
機
と
い
ふ
べ
し
、
大
根
と
い
ふ
べ
し
。
励れ
い

志し

の
堅
固
な
る
、
伝

聞
す
る
は
或わ

く

従じ
ゅ
う

経き
ょ
う

巻か
ん

な
り
。
ね
が
ふ
べ
き
を
ね
が
ひ
、
は
づ
べ
き
を
は
ぢ
と
せ
ん
、
長
慶
に
相
逢
す
べ
き
な
り
。
実
を
論
ず
れ

ば
、
た
ゞ
道ど

う

心し
ん

な
く
、
操そ
う

行ぎ
ょ
うつ
た
な
き
に
よ
り
て
、
い
た
づ
ら
に
名
利
に
は
繋け

縛ば
く

せ
ら
る
ゝ
な
り
。

参
学
二
十
九
年
之
間
ニ
蒲
団
二
十
枚
ヲ
坐
破
ス

ル
ハ
此
和
尚
也
、
坐
禅
人
尤
可
㍼慕ホ

コ古
㍽勝
躅チ
ョ
ク

ナ
リ
、
涼
リ
ヤ
ウ

簾レ
ン

を
巻ク
ヱ

起ン
キ

セ
シ
チ
ナ
ミ
ニ
、
忽
然

ト
シ
テ
大
悟
ス
、
三
十
年
来
カ
ツ
テ
郷
キ
ヤ
ウ

土
ニ

カ
ヘ
ラ
ス
、
親
族
ニ
ム
カ
ハ
ス
、
上
下
肩
ト
談

笑
セ
ス
、
専セ
ン

一
ニ
功
夫
ス
、（
一
六
ｂ
）

第
三
十
一
段

大
潙
山
大
円
禅
師
は
、
百
丈
の
授
記
よ
り
、
直じ
き

に
潙
山
の
峭し
ょ
う
ぜ
つ絶に
ゆ
き
て
、
鳥
ち
ょ
う

獣じ
ゅ
う

為い

伍ご

し
て
、
結
草
修し
ゅ

練れ
ん

す
。
風
雪
を
辞
労
す

る
こ
と
な
し
、
橡

し
ょ
う

栗り
つ

充じ
ゅ
う

食じ
き

せ
り
。
堂
宇
な
し
、
常
住
な
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
行
持
の
見げ
ん

成じ
ょ
うす
る
こ
と
、
四
十
来
年
な
り
。（
後

略
）

　
「
参
学
」
す
る
こ
と
「
二
十
九
年
」
の
間
に
、「
蒲
団
二
十
枚
を
坐
破
」
し
た
の
は
こ
の
〔
長

慶
慧
稜
〕
和
尚
で
あ
る
。
坐
禅
人
が
特
に
「
慕
古
」（
古
を
慕
う
）
す
べ
き
「
勝
躅
」（
す
ぐ
れ
た

あ
と
か
た
）
で
あ
る
。「
凉
簾
を
巻
起
せ
し
ち
な
み
に
、
忽
然
と
し
て
大
悟
す
。
三
十
年
来
（
来

年
）
か
つ
て
郷
土
に
か
へ
ら
ず
、
親
族
に
む
か
は
ず
、
上
下
肩
と
談
笑
せ
ず
、
専
一
に
功
夫

す
」。
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第
三
十
二
段

芙
蓉
山
の
楷か
い

祖そ

、
も
は
ら
行
持
見げ
ん

成じ
ょ
うの
本
源
な
り
。（
中
略
）
あ
る
と
き
、
衆し
ゅ

に
し
め
す
に
い
は
く
、

夫そ
レ

出
家ハ者
、
為　ナ
㍾リ

厭　ハ
㍼ム

塵
労　ヲ
⊿
求　メ
㍾脱　ス
㍼ル
コ
ト
ヲ

生
死　ヲ
㊥
休や
メ

㍾心　ヲ
息や
メ

㍾念　ヲ
、
断
㍼絶　ス
攀は
ん

縁え
ん

㊥ヲ

　故　ニ
名　ク
㍼出
家　ト
⊿
豈　ニ
可　ケ
∮ン
ヤ

以　テ
㍼等
閑　ノ
利
養　ヲ
㊥
埋
∫没　ス
平

生　ヲ
∵
直　ニ
須　ク
∮両
頭
撒さ
っ

開か
い

、シ

　
中ち
ゅ
う

間げ
ん

放ほ
う

下げ
シ

、テ

　遇あ
ヒ

㍾声　ニ
遇　フ
㍾モ

色　ニ
、
如　ク
㍼石
上ニ

栽　ル
∑ガ

華　ヲ
、
見
㍾利　ヲ
見　ル
㍾モ

名　ヲ
、
似　タ
∫ル

眼
中　ニ
著　ク
∟ル
ニ

屑　ヲ
。
況　ン
ヤ

従　リ
㍼無
始
㍽以こ
の
か
た来
、

不ア
ラ

㊦ズ

是　レ
不　ル
㍼ニ

曾　テ
経
歴　セ
㊥
又
不ア
ラ

㍼ズ

是　レ
不　ル
∑ニ

知　ラ
㍼次
第　ヲ
㊥
不
㍾過　ギ
㍼翻　ジ
㍾テ

頭　ヲ
作　ス
∑ニ

尾　ト
⊿
止タ
ダ

於　テ
㍾如　ク
㍾ナ
ル
ニ

此　ノ
、
何　ゾ
須　ク
㍼苦
苦　ニ
貪
恋　ス
⊿
如い

ま今
不　バ
㍾歇や
メ

、
更　ニ
待　タ
㍼ン

何　レ
ノ

時　ヲ
⊿カ

　所
以　ニ
先
聖
教　ム
㍼人　ヲ
シ
テ

只　ダ
要　ズ
尽
却　セ
㍽今
時
能　ク
尽　サ
㍼バ

今
時　ヲ
㊥
更　ニ
有　ラ
㍼ン

何
事　カ
⊿
若　シ
得　バ
㍼心
中　ノ
無
事　ナ
㊥ル
コ
ト
ヲ

仏
祖　モ
猶ご
と

㍼シ

是　レ
寃お
ん

家け
ナ

⊿ル
ガ

一
切
世

事
、
自じ

然ね
ん
ニ

冷れ
い

淡た
ん

。ナ
リ

方ま
さ
ニ

始　メ
テ

那な

辺へ
ん
ト

相
応　セ
。ン

　（
中
略
）

又
況　ン
ヤ

活
計
具
足　シ
、
風
景
不
疎　ナ
。リ

　華は
な

解
笑　シ
、
鳥と
り

解
啼　ス
。
木
馬
長
鳴　シ
、
石
牛
善
走　ス
。
天
外ノ之
青
山
寡す
く

㍾な
ク

色
、
耳
畔ノ之
鳴
泉
無　シ
㍾声
。
嶺

上
猿
啼さ
け

、ン
デ

露
湿ぬ
ラ

㍼ス

中
霄
し
ょ
う
ノ

之
月　ヲ
⊿
林
間
鶴
唳な
イ

、テ

風
回　ル
㍼清
暁ノ之
松　ヲ
⊿
春
風
起　ル
時
、
枯
木
龍
吟　シ
、
秋
葉
凋し
ぼ

而ミ
テ

寒
林
花　ヲ
散　ズ
。
玉
堦
舗し
キ

㍼苔

蘚ノ之
紋　ヲ
㊥
人
面
帯　ス
㍼煙
霞ノ之
色　ヲ
⊿
音
塵
寂
爾　ト
、シ
テ

消
息
宛
然　タ
。リ

　一
味
蕭し
ょ
う

条じ
ょ

、う
ト
シ
テ

無　シ
㍾可　キ
㍼趣
向　ス
⊿
（
中
略
）

又
況　ン
ヤ

百
味
珍ち
ん

羞し
ゅ
う、
逓た
が
い
ニ

相　ヒ
供
養　シ
、
道い
フ

、
我　レ
ハ

四
事
具
足　シ
、テ

　方　ニ
可　シ
㍼ト

発
心　ス
⊿
只　ダ
恐　ラ
ク
ハ

做
手
脚
不ふ

迭て
つ

、ニ
シ
テ

便　チ
是　レ
隔か
く

生し
ょ
う

隔
世　セ
去ン

　也
。
時
光

似　タ
㍾リ

箭や
ニ

、
深　ク
為た
リ

㍼可
惜
⊿
雖　モ
㍼然　モ
如　ク
∑ナ
リ
ト

是　ノ
、
更　ニ
在　ラ
㍼ン

他
人　ノ
従
長　シ
テ

相
度　ス
⊿ル

　山
僧
也ま
タ

強　テ
教　フ
㍾ル
コ
ト

你　ヲ
不
得　ナ
。リ

　諸
仁
者
、
還　タ
見　ル
㍼ヤ

古
人　ノ
偈　ヲ
㍽麼
。

山
田
脱
粟ぞ
く
ノ

飯
、
野
菜
淡
黄　ノ
虀し
い

。
喫　ス
ル
コ
ト
ハ

則　チ
従ま
か

㍼ス

君　ガ
喫　ス
㊥ル
ニ

不　レ
㍾バ

喫　セ
任　ス
㍼東
西　ニ
⊿
伏　シテ
惟　ン
、ミ
レ
バ

同
道
、
各
自　ニ
努
力　セ
。ヨ

　珍
）
9
（

重
。

こ
れ
す
な
は
ち
祖
宗
単
伝
の
骨
髄
な
り
。
高
祖
の
行
持
お
ほ
し
と
い
ゑ
ど
も
、
し
ば
ら
く
こ
の
一
枚
を
挙こ

す
る
な
り
。
い
ま
わ
れ

ら
が
晩
学
な
る
、
芙
蓉
高
祖
の
芙
蓉
山
に
修し
ゅ

練れ
ん

せ
し
行
持
、
し
た
ひ
参
学
す
べ
し
。
そ
れ
す
な
は
ち
祇
薗
の
正
儀
な
り
。

示
衆
詞
委
見
㍼于
文
㊥

シ

ケ
ン

　

示
衆
の
詞
は
、
委
し
く
は
本
文
を
見
よ
。
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第
三
十
三
段

洪こ
う

州し
ゅ
う

江こ
う

西ぜ
い

開
元
寺
大
寂
禅
師
、
諱い
み
な
ハ

道
一
、
漢
州
十
方
県　ノ
人
な
り
。
南
嶽
に
参
侍
す
る
こ
と
十
余
載
な
り
。
あ
る
と
き
、
郷
里

に
か
へ
ら
ん
と
し
て
、
半
路
に
い
た
る
。
半
路
よ
り
か
へ
り
て
焼
香
礼ら

い

拝は
い

す
る
に
、
南
嶽
ち
な
み
に
偈
を
つ
く
り
て
馬
祖
に
た
ま

ふ
に
い
は
く
、
勧
君　ス

ラ
ク

莫　レ
㍼帰
郷　ス
㊥ル
コ
ト

帰
郷　ハ
道
不
㍾行　ハ
。レ

　並へ
い

舎し
ゃ
ノ

老ろ
う

婆ば

子す

、
説　カ
㍼ン

汝　ガ
旧
時　ノ
名　ヲ
⊿
）
10
（

こ
の
法
語
を
た
ま
ふ
に
、
馬
祖
う
や
ま
ひ
た
ま
は
り
て
、
ち
か
ひ
て
い
は
く
、
わ
れ
生
〻
に
も
漢
州
に
む
か
は
ざ
ら
ん
と
誓
願
し

て
、
漢
州
に
む
か
ひ
て
一
歩
を
あ
ゆ
ま
ず
。
江
西
に
一
住
し
て
、
十
方
を
往
来
せ
し
ん
。
わ
づ
か
に
即
心
是
仏
を
道
得
す
る
ほ
か

に
、
さ
ら
に
一
語
の
為い

人に
ん

な
し
。
し
か
あ
り
と
い
ゑ
ど
も
、
南
嶽
の
嫡て
き

嗣し

な
り
、
人
天
の
命
脈
な
り
。
い
か
な
る
か
こ
れ
莫ま
く

帰き
き
ょ
う郷
。
莫
帰
郷
と
は
い
か
に
あ
る
べ
き
ぞ
。
東
西
南
北
の
帰
去
来
、
た
ゞ
こ
れ
自
己
の
倒
起
な
り
。
ま
こ
と
に
帰
郷
道ど
う

不ふ

行ぎ
ょ
うな

り
。
道
不
行
な
る
帰
郷
な
り
と
や
行
持
す
る
、
帰
郷
に
あ
ら
ざ
る
と
や
行
持
す
る
。
帰
郷
な
に
ゝ
よ
り
て
か
道
不
行
な
る
。
不
行

に
さ
え
ら
る
と
や
せ
ん
、
自
己
に
さ
え
ら
る
と
や
せ
ん
。
並
舎
老
婆
子
は
、
説
汝
旧
時
名
な
り
と
は
い
は
ざ
る
な
り
。
並
舎
老
婆

子
、
説
汝
旧
時
名
な
り
と
い
ふ
道
得
な
り
。
南
嶽
い
か
に
し
て
か
こ
の
道
得
あ
る
、
江
西
い
か
に
し
て
か
こ
の
法
語
を
う
る
。
そ

の
道
理
は
、
わ
れ
向こ

う

南な
ん

行こ
う

す
る
と
き
は
、
大
地
お
な
じ
く
向
南
行
す
る
な
り
。
余
方
も
ま
た
し
か
あ
る
べ
し
。
須し
ゅ

弥み

大だ
い

海か
い

を
量
と

し
て
し
か
あ
ら
ず
と
疑ぎ

殆た
い

し
、
日に
ち

月げ
つ

星せ
い

辰し
ん

に
格
量
し
て
猶ゆ
う

滞た
い

す
る
は
少
見
な
り
。

勧ク
ワ
ン

君ク
ム
ス
ラ
ク

莫　レ
㍼帰ク
ヰ

郷キ
ヤ
ウ

㊥ス
ル
コ
ト

帰ク
ヰ

郷キ
ヤ
ウ
ハ

道タ
ウ

不　ス
㍾行ヲ
コ

、ナ
ハ
レ

並ヘ
イ

舎シ
ヤ
ノ

老ラ
ウ

婆ホ

子ス

、
説
㍼汝　カ
旧キ
ウ

時　ノ
名ナ
ヲ

㊥
云
〻
、

馬
祖
ハ
洪
州
十
方
県ケ
ン

人
也
、
欲　ス
㍾ル

帰
㍼古
郷
㍽之

時
、
半
路
ヨ
リ
帰
テ
焼
香
礼
拝
ス
ル
時
、
南
嶽

馬
祖
ニ
被
㍾示
法
語
也
、
是
ハ
無
㍼風
情
㊥
馬
祖

ノ
漢カ
ン

州
へ
欲
㍾帰
ヲ
被
㍾止
詞
ト
聞
タ
リ
、
随
今

　
「
勧
君
莫
帰
郷
、
帰
郷
道
不
行
、
並
舎
老
婆
子
、
説
汝
旧
時
名
」（
君
に
勧
む
郷
に
帰
る
こ
と
莫

れ
、
郷
に
帰
ら
ば
道
行
わ
れ
ず
、
並
舎
の
老
婆
子
、
汝
が
旧
時
の
名
を
説
か
ん
）
と
あ
る
。

　

馬
祖
は
「
洪
（
漢
）
州
十
方
県
の
人
な
り
」。
郷
里
に
帰
ろ
う
と
す
る
時
、〔
途
中
ま
で
や
っ

て
来
て
〕「
半
路
よ
り
か
へ
り
て
焼
香
礼
拝
」
す
る
時
、
南
嶽
〔
懐
譲
〕
が
馬
祖
〔
道
一
〕
に

示
さ
れ
た
法
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
風
情
が
な
い
。
馬
祖
が
〔
郷
里
の
〕
漢
州
へ
帰
ろ
う
と
す
る
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御
釈
ニ
モ
、
馬
祖
敬ウ
ヤ
マ
イ

給
テ
、
誓チ
カ
ツ
テ

曰　ク
、（
一

七
ａ
）
我
生
〻
ニ
モ
漢
州
ニ
ム
カ
ハ
サ
ラ
ム
ト

誓
願
シ
テ
、
漢
州
ニ
向
テ
一
歩
ヲ
ア
ユ
マ
ス
ト

ア
レ
ハ
、
彼
是
前
後
ノ
詞
、
南
嶽
ニ
被
㍾制

テ
、
永
漢
州
ニ
向
ハ
シ
ト
発
願
ス
ト
分
明
ニ
見

タ
リ
、
並
舎
老
婆
子
ト
ハ
、
昔
ノ
乳ニ
ウ

母モ

風
情
ノ

モ
ノ
カ
、
説
汝
旧
時
名
ト
ハ
、
幼ヨ
ウ

稚チ

ノ
昔
ノ
童

名
コ
ト
キ
ノ
事
歟
、
古
郷
ニ
カ
ヘ
リ
ナ
ハ
、
昔

ノ
チ
ノ
者
体
者
ニ
教
訓
セ
ラ
レ
テ
、
幼ヨ
ウ

少
ノ
事

共
ナ
ム
ト
云
ハ
ヽ
、
道
ノ
サ
ハ
リ
ニ
モ
ナ
リ
ヌ

ヘ
シ
、
ト
ヽ
マ
レ
ト
被
㍾示
ト
心
得
ラ
レ
タ

リ
、
此
一
筋
モ
実
ナ
カ
ル
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
、
但

今
法
語
一
ス
チ
ニ
如
㍾此
計
心
得
テ
ハ
、
祖
師

ノ
問
答
頗
可
㍾失
㍼本
（
一
七
ｂ
）
意
㊥
南
嶽
江

西
師
資
ノ
問
答
定
有
㍼子
細
㍽歟
、
随
奥
ニ
御
釈

又
委
細
ナ
リ
、
此
莫
帰
郷
ノ
詞
、
此
人
已
尽
十

方
界
真
実
人
体
ノ
人
也
、
仏
祖
ノ
身
心
ト
云
ハ

尽
十
方
界
是
也
、
此
道
理
カ
莫
帰
郷
ト
ハ
イ
ハ

ル
ヽ
也
、
馬
祖
ノ
身
心
不
㍾可
㍾有
㍼辺ヘ
ン

際サ
イ

㍽ユ
ヘ

ニ
、
仏
性
ヲ
ト
ク
時
莫
妄
想
ト
イ
ヒ
シ
程
ノ
莫マ
ク

帰キ

郷キ
ヤ
ウ

也
、
道
不
行
ノ
道
理
又
同
カ
ル
ヘ
シ
、

道
ノ
道
理
、
不
行
ノ
理
也
、
並
舎
老
婆
子
、
是

ハ
仏
ト
云
ヒ
祖
ト
云
程
ノ
詞
ナ
リ
、
説
汝
旧
時

の
を
止
め
ら
れ
た
詞
と
受
け
取
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
の
御
釈
に
も
、「
馬
祖
う
や
ま

ひ
た
ま
は
り
て
、
ち
か
ひ
て
い
は
く
、
わ
れ
生
ゝ
に
も
漢
州
に
む
か
は
ざ
ら
ん
と
誓
願
し
て
、

漢
州
に
む
か
ひ
て
一
歩
を
あ
ゆ
ま
ず
」
と
あ
る
の
で
、
あ
れ
と
こ
れ
、
前
後
の
詞
は
、
南
嶽
に

制
せ
ら
れ
て
、
永
久
に
漢
州
に
向
か
わ
な
い
と
発
願
し
た
と
〔
い
う
こ
と
が
〕
明
ら
か
に
わ
か

る
。「
並
舎
老
婆
子
」
と
は
、
昔
の
乳
母
み
た
い
な
者
か
。「
説
汝
旧
時
名
」〔
の
「
旧
時
名
」〕

と
は
、
幼
な
い
昔
の
童
名
の
よ
う
な
こ
と
か
。
も
し
故
郷
に
帰
っ
た
な
ら
ば
、
昔
の
そ
の
土
地

の
者
の
よ
う
な
者
に
教
え
さ
と
さ
れ
て
、
幼
少
の
〔
時
の
〕
こ
と
な
ど
言
う
と
、
道
の
障
り
に

も
な
る
に
ち
が
い
な
い
。〔
そ
れ
故
〕「
留
ま
れ
」
と
示
さ
れ
た
と
〔
普
通
一
般
に
は
〕
理
解
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
の
み
理
解
す
る
こ
と
も
価
値
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ

の
法
語
を
た
だ
こ
の
よ
う
に
だ
け
理
解
し
て
は
、
祖
師
の
問
答
は
、
す
こ
ぶ
る
本
意
を
失
う
で

あ
ろ
う
。
南
嶽
と
江
西
（
馬
祖
）
の
、
師
と
弟
子
と
の
問
答
は
、
き
っ
と
子
細
が
あ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
、
奥
に
〔
あ
る
〕
御
釈
が
特
に
細
か
く
詳
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
「
莫
帰
郷
」
の

詞
、
こ
の
人
は
す
で
に
尽
十
方
界
真
実
人
体
の
人
で
あ
る
。
仏
祖
の
身
心
と
い
う
の
は
、
尽
十

方
界
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
道
理
が
「
莫
帰
郷
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
馬
祖
の
身
心
は

〔
尽
十
方
界
で
あ
る
の
で
〕
辺
際
が
あ
る
は
ず
が
な
い
か
ら
、
仏
性
を
説
く
と
き
「
莫
妄
）
11
（
想
」

と
言
っ
た
ほ
ど
の
「
莫
帰
郷
」
で
あ
る
。「
道
不
行
」
の
道
理
も
ま
た
同
じ
で
あ
ろ
う
。「
道
」

の
道
理
は
「
不
行
」
の
理
で
あ
る
。「
並
舎
老
婆
子
」、
こ
れ
は
仏
と
言
い
、
祖
と
言
う
ほ
ど
の

詞
で
あ
る
。「
説
汝
旧
時
名
」
と
は
、
無
始
本
有
と
も
、
本
覚
と
も
言
う
ほ
ど
の
こ
と
で
あ

る
。
御
釈
に
も
、「
莫
帰
郷
と
は
い
か
に
あ
る
べ
き
ぞ
。
東
西
南
北
の
帰
去
来
、
た
だ
こ
れ
自
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名
ト
ハ
、
無
始
本
有
ト
モ
、
本
覚
ト
モ
云
程
ノ

事
也
、
御
釈
ニ
モ
莫
帰
（
一
八
ａ
）
郷
ト
ハ
イ

カ
ニ
ア
ル
ヘ
キ
ソ
、
東
西
南
北
ノ
帰
去
来
、
只

是
自
己
ノ
倒タ
ウ

起
也
、
実
ニ
帰
郷
道
不
行
也
、
道

不
行
ナ
ル
帰
郷
ナ
リ
ト
ヤ
行
持
ス
ル
、
帰
郷
ニ

ア
ラ
サ
ル
ト
ヤ
行
持
ス
ル
、
帰
㍾郷　ニ
ナ
ニ
ヽ
ヨ

リ
テ
カ
道
不
行
ナ
ル
、
不
行
ニ
サ
エ
ラ
ル
ト
ヤ

セ
ム
、
自
己
ニ
サ
エ
ラ
ル
ト
ヤ
セ
ム
、
云
〻
、

此
東
西
南
北
ノ
帰
去
来
ハ
、
自
己
ノ
倒
起
也
ト

ハ
、
馬
祖
ノ
上
ノ
帰
去
来
也
、
然
者
只
尋
常
ニ

人
ノ
帰
去
来
ス
ト
ハ
不
㍾可
㍼心
得
㊥
全
帰
全
去

全
来
ト
可
㍼心
得
㍽歟
、
又
帰
郷
道
不
行
、
道
不

行
帰
郷
ト
ハ
、
帰
郷
与
道
不
行
ノ
一
体
ナ
ル
所

ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ル
詞
也
、
並
舎
婆
子
ハ
説
汝
旧
時

名
也
ト
ハ
（
一
八
ｂ
）
イ
ハ
サ
ル
ナ
リ
、
並
舎

老
婆
子
、
説
汝
旧
時
名
也
ト
云
道
得
也
ト
ハ
、

難
㍼心
得
㍽ヤ
ウ
ナ
レ
ト
モ
、
只
生
死
去
来
ニ
ア

ラ
サ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
生
死
去
来
也
ト
云
シ
程
ノ
詞

ナ
リ
、
南
嶽
イ
カ
ニ
シ
テ
カ
此
道
得
ア
ル
、
江

西
イ
カ
ニ
シ
テ
カ
此
法
語
ヲ
ウ
ル
ト
ハ
、
師
資

共
讃
嘆
ノ
詞
ナ
リ
、
此
道
理
ハ
、
ワ
レ
向
南
行

ス
ル
ト
キ
ハ
、
大
地
ヲ
ナ
シ
ク
向
南
行
ス
ル
ナ

リ
、
余
方
又
如
㍾此
、
我
ト
ハ
江
西
事
歟
、
向

己
の
倒
起
な
り
。
ま
こ
と
に
帰
郷
道
不
行
な
り
。
道
不
行
な
る
、
帰
郷
な
り
と
や
行
持
す
る
、

帰
郷
に
あ
ら
ざ
る
や
と
行
持
す
る
。
帰
郷
な
に
に
よ
り
て
か
道
不
行
な
る
。
不
行
に
さ
え
ら
る

と
や
せ
ん
、
自
己
に
さ
え
ら
る
と
や
せ
ん
」
と
あ
る
。
こ
の
「
東
西
南
北
の
帰
去
来
」
は
「
自

己
の
倒
起
な
り
」
と
は
、
馬
祖
の
上
の
帰
去
来
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
単
に
普
通
に
人

が
帰
去
来
す
る
と
は
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
全
帰
・
全
去
・
全
来
と
理
解
す
べ
き
か
。
ま
た

「
帰
郷
道
不
行
な
り
、
道
不
行
な
る
帰
郷
な
り
」
と
は
、「
帰
郷
」
と
「
道
不
行
」
と
が
一
体
で

あ
る
と
こ
ろ
を
表
さ
れ
る
詞
で
あ
る
。「
並
舎
老
婆
子
は
、
説
汝
旧
時
名
な
り
と
は
い
は
ざ
る

な
り
。
並
舎
老
婆
子
、
説
汝
旧
時
名
な
り
と
い
ふ
道
得
な
り
」
と
は
、
理
解
し
が
た
い
よ
う
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
た
だ
〔
一
顆
明
珠
の
巻
で
〕「
生
死
去
来
に
あ
ら
ざ
る
ゆ
へ
に
、
生
死
去
来

な
）
12
（
り
」
と
言
っ
た
ほ
ど
の
詞
で
あ
る
。「
南
嶽
い
か
に
し
て
か
こ
の
道
得
あ
る
、
江
西
い
か
に

し
て
か
こ
の
法
語
を
う
る
」
と
は
、
師
と
弟
子
を
と
も
に
賛
嘆
す
る
詞
で
あ
る
。
こ
の
「
道
理

は
、
わ
れ
向
南
行
す
る
と
き
は
、
大
地
お
な
じ
く
向
南
行
す
る
な
り
。
余
方
も
ま
た
」
こ
の
よ

う
で
あ
る
。「
わ
れ
」
と
は
江
西
〔
馬
祖
〕
の
こ
と
か
。「
向
南
行
」
の
時
は
、
尽
界
皆
向
南
行

で
あ
る
。
東
西
南
北
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
。「
須
弥
大
海
を
量
と
し
て
、
し
か
あ
ら
ず
と

疑
殆
し
、
日
月
・
星
辰
に
格
量
し
て
猶
滞
す
る
は
少
（
小
）
見
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、「
須

弥
」〔
山
〕
は
北
、「
大
海
」
は
南
、
或
い
は
「
月
日
」
が
出
る
の
は
東
、
月
日
が
入
る
の
は
西

な
ど
と
、
こ
の
よ
う
に
方
角
や
分
量
を
定
め
て
考
え
つ
い
た
と
こ
ろ
を
、「
少
（
小
）
見
な
り
」

と
申
し
わ
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
当
に
こ
れ
は
凡
夫
の
考
え
で
あ
る
。
決
し
て
仏
法
に
等
し

く
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
〔「
小
見
な
り
」
と
〕
斥
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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南
行
ノ
時
ハ
尽
界
皆
向
南
行
也
、
東
西
北
又

如
㍾此
、
須
弥
大
海
ヲ
量
ト
シ
テ
、
シ
カ
ア
ラ

ス
ト
疑キ

殆タ
イ

シ
、
日
月
星
辰
ニ
格カ
ク

量
シ
テ
猶イ
ウ

滞タ
イ

ス

ル
ハ
小
見
也
、
云
〻
、（
一
九
ａ
）
是
ハ
須
弥
ハ

北
、
大
海
ハ
南
、
乃
至
日
月
出
ハ
東
、
日
月
入

ハ
西
ソ
ナ
ム
ト
、
如
㍾此
方
角
分
量
ヲ
定
テ
思

付
タ
ル
所
ヲ
、
小
見
也
ト
被
㍾下
也
、
実
ニ
モ

是
ハ
凡
夫
見
也
、
更
仏
法
ニ
ヒ
ト
シ
ム
ヘ
カ
ラ

ス
、
仍
被
㍾嫌
也
、

第
三
十
四
段

第
三
十
二
祖
大
満
禅
師
は
、
黄
梅　ノ
人
な
り
。
俗
姓
は
周
氏
な
り
、
母
の
姓
を
称
な
り
。
師
は
無む

父ふ

而に
し
ょ
う生
な
り
。
た
と
ゑ
ば
李
老
君

の
ご
と
し
。
七
歳
伝
法
よ
り
の
ち
、
七
十
有
四
に
い
た
る
ま
で
、
仏
祖ノ正
法
眼
蔵
よ
く
こ
れ
を
住
持
し
、
ひ
そ
か
に
衣え

法ほ
う

を
慧
能

行あ
ん

者じ
ゃ

に
附
属
す
る
、
不
群
の
行
持
な
り
。
衣
法
を
神
秀
に
し
ら
せ
ず
、
慧
能
に
附
属
す
る
ゆ
え
に
、
正
法
の
寿
命
不
断
な
る
な

り
。

李リ

老
君
ト
ハ
老
子
事
也
、
老
子
ハ
胎
内
ニ
八
十

年
ア
リ
テ
生
タ
ル
人
也
、
子
ト
イ
ハ
ム
ト
ス
レ

ハ
其
姿
八
十
老
翁
也
、
老
ト
云
ハ
ム
ト
ス
レ
ハ

又
只
今
胎
内
ヨ
リ
生
ス
、
仍
老
子
ト
ハ
名
ケ
タ

ル
ナ
リ
、

　
「
李
老
君
」
と
は
、
老
子
の
こ
と
で
あ
る
。
老
子
は
胎
内
に
八
十
年
あ
っ
て
生
ま
れ
た
人
で

あ
る
。
子
と
言
お
う
と
す
る
と
、
そ
の
姿
は
八
十
歳
の
老
翁
で
あ
り
、
老
と
言
お
う
と
す
る

と
、
ま
た
只
今
胎
内
よ
り
生
ま
れ
た
ば
か
り
〔
の
子
〕
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
老
子
と
名
付
け

た
の
で
あ
る
。
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第
三
十
五
段

先
師
天
童
和
尚
は
、
越え
つ

上じ
ょ
う
ノ

人に
ん

事じ

な
り
。（
中
略
）

衲の
っ

子す

を
教
訓
す
る
に
い
は
く
、
参
禅
学
道
は
、
第
一
有う

道ど
う

心し
ん

、
こ
れ
学
道
の
は
じ
め
な
り
。
い
ま
二
百
来
年
、
祖
師
道
す
た
れ
た

り
、
か
な
し
む
べ
し
。
い
は
ん
や
一
句
を
道
得
せ
る
皮ひ

袋た
い

す
く
な
し
。
某そ
れ
が
し甲
そ
の
か
み
径き
ん

山ざ
ん

に
掛か

錫し
ゃ
くす
る
に
、
光
仏
照
そ
の
と
き

の
粥

し
ゅ
く

飯は
ん

頭じ
ゅ
うな
り
き
。
上
堂
し
て
い
は
く
、
仏
法
禅
道
、
か
な
ら
ず
し
も
他
人
の
言ご
ん

句く

を
も
と
む
べ
か
ら
ず
、
た
ゞ
各か
く

自じ

理り

会え

。
か

く
の
ご
と
く
い
ひ
て
、
僧
堂
裏
都
不
管
な
り
き
。
雲
来
兄ひ

ん

弟で
い

也や

都
不
管
な
り
、
秪し

管か
ん

与よ

官か
ん

客か
く

相し
ょ
う

見け
ん

追つ
い

尋じ
ん

す
る
の
み
な
り
。
仏
照

こ
と
に
仏
法
の
機
関
を
し
ら
ず
、
ひ
と
へ
に
貪
名
愛
利
の
み
な
り
。
仏
法
も
し
各
自
理
会
な
ら
ば
、
い
か
で
か
尋
師
訪
道
の
老ろ

う

古こ

錐す
い

あ
ら
ん
。
真し
ん

箇こ

是
光
仏
照
、
不
曾
参
禅
也
。
い
ま
諸
方　ノ
長
老
無
道
心
な
る
、
た
ゞ
光
仏
照
箇こ

児じ

す子
也や

。
仏
法
那な

得と
く

他た

手し
ゅ

裏り

有う

、

可か

惜し
ゃ
く

可
惜
。
か
く
の
ご
と
く
い
ふ
に
、
仏
照
児
孫
、
お
ほ
く
き
く
も
の
あ
れ
ど
う
ら
み
ず
。

又
い
は
く
、
参
禅　ハ
者
身
心
脱
落　ナ
リ

　
也
、
不
㍾用　ヰ
㍼焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
懺
・
看
経　ヲ
㊥
秪
管　ニ
坐　シ
テ

始　テ
得よ
シ

。

先
師
よ
の
つ
ね
に
普
説
す
、
わ
れ
十
九
載
よ
り
こ
の
か
た
、
あ
ま
ね
く
諸
方
の
叢
林
を
ふ
る
に
、
為
人
師
な
し
。
十
九
歳
よ
り
こ

の
か
た
、
一
日
一
夜
も
不
礙
蒲
団
の
日
夜
あ
ら
ず
。（
中
略
）
つ
ね
に
袖
裏
に
蒲
団
を
た
づ
さ
へ
て
、
あ
る
い
は
巌
下
に
も
坐
禅

す
。
つ
ね
に
お
も
ひ
き
、
金
剛
座
を
坐
破
せ
ん
と
。（
中
略
）

趙ち
ょ
う

提て
い

挙こ

は
、
嘉
定
聖
主
の
胤い
ん

孫そ
ん

な
り
。
知
明
州
軍
州
事
、
管
内
勧
農
使
な
り
。
先
師
を
請
し
て
、
州
府
に
つ
き
て
陞し
ん

座ぞ

せ
し
む

る
に
、
銀
子
一
万
鋋て

い

を
布
施
す
。

先
師
陞
座
了
に
、
提
挙
に
む
か
う
て
謝
し
て
い
は
く
、「
某
甲
依　テ
㍾例　ニ
出
山
陞
座　シ
、
開
㍼演　ス
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心　ヲ
⊿
謹　ン
デ

以　テ
薦
㍼福　ス
先

公　ノ
冥
府　ニ
⊿
但　ダ
是　ノ
銀
子　ハ
、
不ジ

㍼敢　テ
拝
領　セ
㊥
僧
家　ハ
不
㍾要　セ
㍼這
般　ノ
物も
っ
す
ヲ子

⊿
千
万
賜
恩
、
依
旧
拝は
い

還か
ん

。」（
中
略
）

し
づ
か
に
お
も
ふ
べ
し
、
一
生
い
く
ば
く
に
あ
ら
ず
、
仏
祖
の
語
句
、
た
と
ひ
三〻
両〻
な
り
と
も
道
得
せ
ん
は
、
仏
祖
を
道
得

せ
る
な
ら
ん
。
ゆ
ゑ
は
い
か
ん
。
仏
祖
は
身
心
如
一
な
る
が
ゆ
え
に
、
一
句
両
句
、
み
な
仏
祖
の
あ
た
ゝ
か
な
る
身
心
な
り
。
か
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の
身
心
、
き
た
り
て
わ
が
身
心
を
道
得
す
。
正
当
道
取
時
、
こ
れ
道
得
き
た
り
て
わ
が
身
心
を
道
取
す
る
な
り
。
此し

生し
ょ
う

道ど
う

取し
ゅ

累る
い

生し
ょ
う

身し
ん

な
る
べ
し
。
か
る
が
ゆ
え
に
、
ほ
と
け
と
な
り
祖
と
な
る
に
、
仏
を
こ
ゑ
祖
を
こ
ゆ
る
な
り
。
三〻
両〻
の
行
持
の
句
、
そ

れ
か
く
の
ご
と
し
。
い
た
づ
ら
な
る
声
色
の
名
利
に
馳ち

騁て
い

す
る
こ
と
な
か
れ
、
馳
騁
せ
ざ
れ
ば
仏
祖
単
伝
の
行
持
な
る
べ
し
。

す
ゝ
む
ら
く
は
大
隠
小
隠
、
一
箇
半
箇
な
り
と
も
、
万
事
万
縁
を
な
げ
す
て
ゝ
、
行
持
を
仏
祖
に
行
持
す
べ
し
。

参
禅
者
身
心
脱
落
也
、
不
㍾用
㍼焼
香
礼
拝
念
仏

修
懺
看
経
㍽祗シ

管ク
ワ
ン

打
坐
始
得
、
云
〻
、

是
ハ
用
㍼坐
禅
㊥
自
余
ノ
修
懺
看
経
等
ヲ
ハ
不
㍾

可
㍾用
ト
被
㍾嫌
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
聞
ユ
、
実
ニ
モ
坐

禅
ノ
一
筋
ヲ
談
セ
ム
時
ハ
、
蹔
余
ノ
修
善
ハ
ナ

シ
ト
モ
イ
ハ
レ
ヌ
ヘ
キ
道
理
モ
ア
ル
ヘ
ケ
レ
ト

モ
、
今
ノ
心
地
ハ
、
余
行
ヲ
嫌
テ
不
㍾可
㍾勤
ト

嫌
タ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
不
用
ノ
用
ノ
字
、
ス
ツ

ル
心
地
ニ
ア
ラ
ス
、
其
故
ハ
看
経
草
子
ニ
不
用

ノ
看
経
ア
リ
、
不
用
焼
香
礼
拝
ア
リ
ト
、
云

〻
、
然
者
用
ノ
字
非
㍾可
㍾嫌
、
焼
香
礼
拝
念
仏

修
（
二
〇
ａ
）
懺
悉
看
経
ノ
道
理
也
ト
見
タ

リ
、
尤
可
㍼了
見
合
㍽者
也
、

赴フ　

 

提テ
イ‒

挙コ

請シ
ヤ

㍼ウ
ス

陞シ
ム

座　ソ
㊥ヲ

　一　チ
万ハ
ム

鋋テ
イ
ノ

銀キ
ム

子ス

不
㍾受ウ
ケ

而　
㎜

被　ル
㍼返
置ヲ
カ

㍽次シ

第タ
イ

具ツ
フ

㍼サ
也

于
文
㊥
此シ

生
道
取
累ル
イ

生

身
ト
ハ
、
祖
師
ノ
法
ヲ
道
取
ス
ル
ト
キ
、
此
生

ヲ
モ
ム
イ
テ
テ
イ

コ
カ
シ
ヤ
ウ
ニ
シ
ム
ソ

　
「
参
禅
者
身
心
脱
落
也
、
不
用
焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
懺
・
看
経
、
祇
管
打
坐
始
得
」（
参

禅
は
身
心
脱
落
な
り
、
焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
懺
・
看
経
を
用
い
ず
、
祇
管
に
打
坐
し
て
始
め
て
得よ

し
）
と
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
坐
禅
を
用
い
、
そ
の
他
の
修
懺
・
看
経
等
は
用
い
て
は
い
け
な
い
と
斥
け
ら
れ
た

よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
。
実
に
も
坐
禅
の
一
筋
を
説
く
時
は
、
一
時
的
に
他
の
修
善
は
な
い
と

も
言
わ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
道
理
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
の
意
味
あ
い
は
、
他
の

行
を
嫌
っ
て
、
勤
め
る
な
と
斥
け
た
の
で
は
な
い
。「
不
用
」
の
「
用
」
の
字
は
、
捨
て
る
と

い
う
意
味
あ
い
で
は
な
い
。
そ
の
わ
け
は
、「
看
経
」
の
巻
に
「
不
用
の
看
経
あ
り
、
不
用
の

焼
香
・
礼
拝
あ
）
13
（

り
」
と
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
用
の
字
は
斥
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
焼

香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
懺
は
、
悉
く
看
経
の
道
理
で
あ
る
と
見
た
。
特
に
考
え
あ
わ
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。

　

赴
い
て
提
挙
が
陞
座
を
請
し
た
時
に
、
一
万
鋌
の
銀
子
を
受
け
な
い
で
、
返
し
置
か
れ
た
次

第
は
、
本
文
に
細
か
く
詳
し
い
。「
此
生
道
取
累
生
身
」（
此
生
に
累
生
身
を
道
取
）
14
（
す
）
と
は
、
祖

師
の
法
を
道
取
す
る
時
、
此
の
生
に
て
悉
く
言
い
尽
く
し
て
不
足
が
な
い
意
味
で
あ
る
。
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ニ
テ
悉コ
ト
〳
〵
ク

道
取
シ
尽
テ
不
足
ナ
キ
心
也
、（
二

〇
ｂ
）

正
法
眼
蔵
仏
祖
行
持
第
十
六
下

　

仁
治
三
年
壬み

ず
の
え
と
ら寅
四
月
五
日
、
書
㍼于
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
⊿

　

同
四
年
癸み

ず
の
と
の
う卯
正
月
十
八
日
書
写
、
同
三
月
八
日
校
点
了
。
懐
奘

（
１
） 

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
、
菩
提
達
磨
章
。

 

師
汎
重
溟
凡
三
周
寒
暑
達
于
南
海
。
実
梁
普
通
八
年
丁
未
歳
九
月
二
十
一
日
也
。
広
州
刺
史
蕭
昂
具
主
礼
迎
接
。
表
聞
武
帝
。
帝
覧
奏
遣
使
齎
詔
迎

請
。
十
月
一
日
至
金
陵
。
帝
問
曰
、
朕
即
位
已
来
、
造
寺
写
経
度
僧
不
可
勝
紀
。
有
何
功
徳
。
師
曰
、
並
無
功
徳
。
帝
曰
、
何
以
無
功
徳
。
師
曰
、

此
但
人
天
小
果
有
漏
之
因
。
如
影
随
形
雖
有
非
実
。
帝
曰
、
如
何
是
真
功
徳
。
答
曰
、
浄
智
妙
円
体
自
空
寂
。
如
是
功
徳
不
以
世
来
。
帝
又
問
、
如

何
是
聖
諦
第
一
義
。
師
曰
、
廓
然
無
聖
。
帝
曰
、
対
朕
者
誰
。
師
曰
、
不
識
。
帝
不
領
悟
。
師
知
機
不
契
。
是
月
十
九
日
潜
迴
江
北
。
十
一
月
二
十

三
日
届
于
洛
陽
。
当
後
魏
孝
明
太
和
十
年
也
。
寓
止
于
嵩
山
少
林
寺
、
面
壁
而
坐
、
終
日
黙
然
。（
正
蔵
五
一
・
二
一
九
ａ
〜
ｂ
）

（
２
） 

『
林
間
録
』
巻
上
（
続
蔵
一
四
八
・
二
九
五
ｄ
）。

（
３
） 

『
林
間
録
』
巻
上
。

 

如
梁
武
初
見
之
即
問
、
如
何
是
聖
諦
第
一
義
。
答
曰
、
廓
然
無
聖
。
進
曰
、
対
朕
者
誰
。
又
曰
、
不
識
。
使
達
磨
不
通
方
言
、
則
何
於
是
時
便
能
爾

耶
。（
続
蔵
一
四
八
・
二
九
七
ｃ
）

 

「
不
通
方
言
」
を
、『
道
元
全
』
上
で
は
「
不
通
方
語
言
」
と
す
る
が
、「
語
」
は
不
要
。
ま
た
「
便
能
爾
耶
」
の
「
便
」
を
『
道
元
全
』
上
で
は

「
使
」
と
す
る
。

（
４
） 

六
祖
慧
能
と
僧
と
の
問
答
中
の
こ
と
ば
。『
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
上 

第
五
十
九
則
（
道
元
全 

下
・
二
一
一
頁
）、『
宗
門
統
要
集
』
巻
一
（
三
九
ａ
〜

ｂ
）。
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「
見
仏
」
の
巻
の
『
抄
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。

 
見
仏
に
諸
相
処
見
・
非
相
処
見
あ
り
、
吾
不
会
仏
法
な
り
。
不
見
仏
に
諸
相
処
不
見
・
非
相
処
不
見
あ
り
、
会
仏
法
人
得
な
り
。
法
眼
道
の
八
九

成
、
そ
れ
か
く
の
ご
と
し
。（
道
元
全 

上
・
四
八
一
頁
）

 
吾
不
会
仏
法
也
ト
ハ
、
六
祖
ニ
黄
梅
意
旨
何
人
カ
得
タ
ル
ト
云
ニ
、
会
仏
法
人
得
タ
リ
ト
六
祖
答
給
ニ
、
重
ネ
テ
和
尚
又
得
タ
リ
ヤ
否
ト
被
問

テ
、
吾
不
得
ト
ア
リ
、
重
又
ナ
ト
不
得
ソ
ト
被
問
テ
、
不
会
仏
法
ノ
ユ
ヘ
ニ
ト
ア
リ
、
其
事
ヲ
吾
不
会
仏
法
也
ト
ハ
被
書
載
也
、
大
方
ハ
五
祖
ノ

法
ヲ
正
伝
シ
テ
、
伝
法
附
衣
シ
給
六
祖
ニ
、
黄
梅
意
旨
何
人
カ
得
タ
ル
ト
、
問
ノ
ヤ
ウ
モ
不
普
通
、
然
而
此
問
答
、
打
任
タ
ル
准
凡
見
ハ
、
マ
コ

ト
ニ
驚
ヌ
ヘ
シ
、
今
ノ
問
答
更
非
尋
常
問
答
、
会
不
会
ノ
理
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ム
カ
為
ナ
リ
、
次
不
見
仏
ニ
諸
相
処
不
見
、
非
相
処
不
見
ア
リ
、
会
仏

法
人
得
也
ト
ア
リ
、
是
モ
只
如
前
云
ノ
理
ナ
ル
ヘ
シ
、
聊
モ
不
可
違
、
前
ノ
詞
ニ
会
仏
法
ノ
詞
ヲ
ツ
ケ
、
今
ノ
後
詞
ニ
不
会
仏
法
ト
ソ
ア
リ
タ
キ

様
ニ
覚
レ
ト
モ
、
詮
ハ
会
不
会
カ
、
ス
コ
シ
モ
非
徳
失
、
別
ナ
ラ
サ
ル
上
ハ
、
ア
ヤ
マ
リ
テ
如
此
談
セ
ム
、
親
切
ノ
理
ア
ラ
ハ
ル
ヘ
キ
也
、
是
ハ

今
ノ
会
不
会
ノ
道
理
程
ニ
、
諸
相
非
相
ノ
ア
ハ
ヒ
モ
可
心
得
ト
云
証
文
ニ
被
引
出
也
、（
正
法
蒐
一
三
・
五
八
一
ｂ
〜
五
八
二
ａ
）

（
５
） 

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三 

大
医
道
信
章
（
正
蔵
五
一
・
二
二
二
ｂ
）。

（
６)  

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三 

大
医
道
信
章
（
正
蔵
五
一
・
二
二
二
ｂ
〜
ｃ
）。

（
７
） 

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
八
、
玄
沙
師
備
章
。

 

福
州
玄
沙
宗
一
大
師
、
法
名
師
備
。
福
州
閩
県
人
也
。
姓
謝
氏
。
幼
好
垂
釣
。
泛
小
艇
於
南
台
江
狎
諸
漁
者
。
唐
咸
通
初
年
甫
三
十
、
忽
慕
出
塵
乃

棄
釣
舟
、
投
芙
蓉
山
霊
訓
禅
師
落
髪
。
往
豫
章
開
元
寺
道
玄
律
師
受
具
。
布
衲
芒
履
、
食
才
（
纔
）
接
気
、
常
終
日
宴
坐
。
衆
皆
異
之
。
与
雪
峯
義

存
本
法
門
昆
仲
而
親
近
若
師
資
。
雪
峯
以
其
苦
行
呼
為
頭
陀
。
一
日
雪
峯
問
曰
、
阿
那
箇
是
備
頭
陀
。
対
曰
、
終
不
敢
誑
於
人
。
異
日
雪
峯
召
曰
、

備
頭
陀
何
不
遍
参
去
。
師
曰
、
達
磨
不
来
東
土
、
二
祖
不
往
西
天
。
雪
峯
然
之
。（
正
蔵
五
一
・
三
四
三
ｃ
〜
三
四
四
ａ
）

（
８
） 

「
莫
悪
口
」
の
こ
と
ば
は
「
仏
性
」
の
巻
に
あ
る
の
で
は
な
く
、「
無
情
説
法
」
の
巻
に
あ
る
。 

そ
の
本
文
と
、
そ
れ
に
対
す
る
『
抄
』
は
、
次
の
よ
う

で
あ
る
。

 

舒
州
投
子
山
慈
済
大
師
〈
嗣
翠
微
無
学
禅
師
、
諱
大
同
。
明
覚
云
、
投
子
古
仏
。〉
因
僧
問
、「
如
何
無
情
説
法
。」
師
曰
、「
莫
悪
口
。」

 

い
ま
こ
の
投
子
の
道
取
す
る
と
こ
ろ
、
ま
さ
し
く
こ
れ
古
仏
の
法
謨
な
り
、
祖
宗
の
治
象
な
り
。
無
情
説
法
な
ら
び
に
説
法
無
情
等
、
お
ほ
よ
そ
莫

悪
口
な
り
。
し
る
べ
し
、
無
情
説
法
は
、
仏
の
総
章
こ
れ
な
り
。
臨
済
・
徳
山
の
と
も
が
ら
し
る
べ
か
ら
ず
、
ひ
と
り
仏
祖
な
る
の
み
参
究
す
。

（
道
元
全 

上
・
四
〇
四
頁
）
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此
如
何
無
情
説
法
ノ
詞
、
サ
ハ
サ
ハ
ト
何
ニ
モ
カ
カ
ハ
ラ
ス
キ
コ
ユ
、
只
無
風
情
、
イ
カ
ナ
ル
カ
無
情
説
法
ト
尋
タ
リ
ト
聞
ユ
、
此
如
何
ノ
詞
、

事
旧
了
、
此
答
ニ
莫
悪
口
ト
ア
リ
、
驚
耳
テ
聞
ユ
、
但
仏
性
ノ
所
ニ
莫
妄
想
ト
イ
ヒ
、
諸
悪
ノ
所
ニ
莫
作
ト
心
得
シ
義
ニ
、
聊
モ
不
可
違
、
所
詮

今
ノ
無
情
説
法
ノ
道
理
カ
莫
悪
口
ト
云
ハ
ル
ル
也
、
此
詞
ヲ
被
讚
嘆
ニ
、
古
仏
ノ
法
謨
也
、
祖
宗
ノ
治
象
也
ト
ア
ル
也
、（
正
法
蒐
一
三
・
三
八

五
ａ
〜
ｂ
）

（
９
） 

『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
二
五
、
諸
方
広
語
、
芙
蓉
道
楷
章
（
続
蔵
一
三
七
・
一
七
三
ｃ
〜
一
七
四
ａ
）。

（
10
） 

『
五
家
正
宗
賛
』
巻
一
。

 

師
諱
道
一
、
漢
州
什
邡
人
、
姓
馬
氏
。
容
貌
奇
異
虎
視
牛
行
。
得
法
南
岳
、
後
帰
蜀
。
郷
人
喧
迎
之
渓
辺
婆
子
云
、
将
謂
有
何
奇
特
。
元
是
馬
簸
箕

家
小
子
師
遂
曰
、
勧
君
莫
還
郷
、
還
郷
道
不
成
、
渓
辺
老
婆
子
、
喚
我
旧
時
名
。
再
返
江
西
。（
続
蔵
一
三
五
・
四
五
四
ｂ
）

（
11
） 

「
仏
性
」
の
巻
第
十
四
段
に
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。
本
文
と
、
そ
れ
に
対
す
る
『
抄
』
を
次
に
挙
げ
る
。

 

長
沙
景
岑
和
尚
の
会
に
、
竺
尚
書
と
ふ
、「
蚯
蚓
斬
為
両
段
、
両
頭
倶
動
、
未
審
、
仏
性
在
阿
那
箇
頭
。」
師
云
、「
莫
妄
想
。」
書
云
、「
争
奈
動

何
。」
師
云
、「
只
是
風
火
未
散
。」（
中
略
）

 

師
い
は
く
、
莫
妄
想
。
こ
の
宗
旨
は
作
麼
生
な
る
べ
き
ぞ
。
妄
想
す
る
こ
と
な
か
れ
と
い
ふ
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
両
頭
倶
動
す
る
に
妄
想
な
し
。

妄
想
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
か
、
た
ゞ
仏
性
は
妄
想
な
し
と
い
ふ
か
、
仏
性
の
論
に
お
よ
ば
ず
、
両
頭
の
論
に
お
よ
ば
ず
、
た
ゞ
妄
想
な
し
と
道
取
す
る

か
と
も
参
究
す
べ
し
。（
道
元
全 

上
・
三
三
頁
）

 

コ
コ
ニ
、
師
曰
莫
妄
想
、
コ
ノ
宗
旨
ハ
作
麼
生
ナ
ル
ヘ
キ
ソ
、
妄
想
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
ト
云
ナ
リ
、
此
答
蚯
蚓
ノ
斬
不
斬
、
両
頭
一
段
、
仏
性
ノ

所
在
等
ノ
詞
ヲ
只
凡
情
ニ
心
得
テ
、
皆
仏
祖
ノ
所
談
ニ
違
ス
ル
所
ヲ
指
テ
、
莫
妄
想
ト
被
仰
タ
ル
様
ニ
聞
ユ
、
又
此
定
ニ
被
心
得
ヌ
ヘ
シ
、
カ
ク

談
セ
ハ
、
取
捨
分
別
法
ニ
混
合
シ
ツ
ヘ
シ
、
非
爾
、
只
仏
性
ノ
姿
カ
莫
妄
想
ニ
テ
ア
ル
ナ
リ
、
乃
至
蚯
蚓
ノ
当
体
、
両
頭
倶
動
カ
、
莫
妄
想
ト
ハ

云
ハ
ル
ル
ナ
リ
、
努
々
見
解
ノ
ア
シ
キ
ヲ
被
嫌
ト
ハ
不
可
心
得
、
喩
ヘ
ハ
諸
悪
莫
作
ヲ
心
得
ル
ニ
不
可
違
、
所
詮
仏
性
ヲ
重
テ
被
示
詞
也
ト
可
心

得
、
故
祖
師
ノ
仏
法
ハ
一
言
半
句
モ
空
シ
キ
詞
ナ
キ
也
、（
正
法
蒐
一
一
・
二
三
九
ｂ
〜
二
四
〇
ａ
）

（
12
） 

「
一
顆
明
珠
」
の
巻
の
本
文
と
、
そ
れ
に
対
す
る
『
抄
』
を
次
に
挙
げ
る
。

 

い
ま
道
取
す
る
尽
十
方
世
界
、
是
一
顆
明
珠
、
は
じ
め
て
玄
沙
に
あ
り
。
そ
の
宗
旨
は
、
尽
十
方
世
界
は
、
広
大
に
あ
ら
ず
、
微
小
に
あ
ら
ず
。
方

円
に
あ
ら
ず
、
中
正
に
あ
ら
ず
。
活
鱍
鱍
に
あ
ら
ず
、
露
廻
廻
に
あ
ら
ず
。
さ
ら
に
生
死
去
来
に
あ
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
に
、
生
死
去
来
な
り
。（
道
元

全 

上
・
六
〇
頁
）
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又
生
死
去
来
ニ
非
サ
ル
生
死
去
来
ト
ハ
、
今
仏
法
ニ
談
ス
ル
所
ノ
全
機
ノ
生
死
是
也
、
胎
卵
湿
化
生
ノ
外
ニ
、
胎
卵
湿
化
生
ア
リ
ト
云
シ
程
ノ
心

ナ
リ
、（
正
法
蒐
一
一
・
四
一
四
ａ
）

 

　
「
胎
卵
湿
化
生
ノ
外
ニ
、
胎
卵
湿
化
生
ア
リ
」
は
、
次
に
示
し
た
、「
行
仏
威
儀
」
の
巻
の
、
傍
線
箇
所
に
相
当
す
る
。
本
文
と
、
そ
れ
に
対
す
る

『
抄
』
を
次
に
挙
げ
る
。

 

仏
道
を
説
著
す
る
に
、
胎
生
・
化
生
等
は
仏
道
の
行
履
な
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
湿
生
・
卵
生
等
を
道
取
せ
ず
。
い
は
ん
や
こ
の
胎
卵
湿
化
生
の

ほ
か
に
な
ほ
生
あ
る
こ
と
、
夢
也
未
見
在
な
り
。
い
か
に
い
は
ん
や
胎
卵
湿
化
生
の
ほ
か
に
、
胎
卵
湿
化
生
あ
る
こ
と
を
見
聞
覚
知
せ
ん
や
。
い
ま

仏
仏
祖
祖
の
大
道
に
は
、
胎
湿
卵
化
生
の
ほ
か
の
、
胎
湿
卵
化
あ
る
こ
と
、
不
曾
蔵
に
正
伝
せ
り
、
親
密
に
正
伝
せ
り
。
こ
の
道
得
、
き
か
ず
な
ら

は
ず
、
し
ら
ず
あ
き
ら
め
ざ
ら
ん
は
、
な
に
の
黨
類
な
り
と
か
せ
ん
。（
道
元
全 

上
・
四
九
頁
）

 

胎
卵
湿
化
生
ノ
外
ニ
、
胎
卵
湿
化
生
ア
ル
事
ヲ
見
聞
覚
知
セ
ム
ヤ
ト
云
ハ
、
全
機
ノ
生
ヲ
胎
卵
湿
化
ト
談
ス
ル
心
地
ヲ
云
也
、
此
道
理
ヲ
不
曾
蔵

ニ
正
伝
セ
リ
、
親
密
ニ
正
伝
セ
リ
ト
ハ
被
釈
也
、（
正
法
蒐
一
一
・
三
三
三
ｂ
〜
三
三
四
ａ
）

（
13
） 

こ
の
こ
と
ば
は
「
看
経
」
の
巻
に
は
な
く
、「
仏
経
」
の
巻
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
た
だ
し
、「
不
用
の
焼
香
・
礼
拝
あ
り
」
は
な
い
。

 

古
人
云
、
看
経
須
具
看
経
眼
。
ま
さ
に
し
る
べ
し
、
古
今
に
も
し
経
な
く
ば
、
か
く
の
ご
と
き
の
道
取
あ
る
べ
か
ら
ず
。
脱
落
の
看
経
あ
り
、
不
用

の
看
経
あ
る
こ
と
、
参
学
す
べ
き
な
り
。（
道
元
全 

上
・
四
〇
八
頁
）

（
14
） 

『
禅
門
諸
祖
偈
頌
』
巻
一
に
収
め
る
龍
牙
居
遁
の
偈
頌
中
の
一
句
。「
溪
声
山
色
」
の
巻
で
は
、「
龍
牙
の
い
は
く
」
と
し
て
こ
の
偈
頌
を
引
き
、「
し
づ

か
に
こ
の
因
縁
を
参
究
す
べ
し
、
こ
れ
証
仏
の
承
当
な
り
」
と
あ
る
。（
道
元
全 

上
・
二
二
二
〜
二
二
三
頁
）

 

昔
生
未
了
今
須
了
、
此
生
度
取
累
生
身
、
古
仏
未
悟
同
今
者
、
悟
了
今
人
即
古
人
。（
続
蔵
一
一
六
・
四
六
二
ｂ
）

〔
追
記
〕
本
稿
は
「『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』
口
語
訳
の
試
み
│
行
持
㈠
│
」（『
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
』
第
三
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）
に
続
く
も
の
で
あ

る
。
す
で
に
発
表
し
て
か
ら
十
六
年
が
経
過
し
て
い
る
。
続
け
て
発
表
す
る
予
定
で
原
稿
は
作
成
し
て
あ
っ
た
が
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
に
保
存
し
て
い
な
い
こ

と
を
忘
れ
て
、
ワ
ー
プ
ロ
の
本
体
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
何
度
も
稿
を
起
こ
そ
う
と
し
た
が
続
か
ず
、
今
日
に
至
っ
て

し
ま
っ
た
。
退
任
迄
の
間
に
終
わ
ら
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
と
思
い
、
稿
を
起
こ
し
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
『
聞
書
』
の
部
分
は
次
号
に
発
表
す
る
予
定

で
、
そ
れ
で
完
結
と
な
る
。


